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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
超高齢化社会を迎えたわが国にあって心房細動患者の増加が予測される。心房細動患者の予後規定因子を明らかにする目的で、心房細動患者の脳卒中発症と心不全発症に着目し年齢別に検討した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
脳卒中イベント（脳卒中入院と発症後の死亡）をしめす。75歳未満心房細動患者群81例のうち３例（3.7％）に脳卒中を発症した。75歳以上の高齢心房細動患者157例のうち7例4.5％に脳卒中を発症した。発症率に有意差はなかったが当院の心房細動患者の脳卒中年次発生率は0.５%/年と我が国の代表的登録研究と比べても低率であった。


=

DEMEIEEDDFEAREFE

ARy
R

BRIM74)
mABL(43)
mPM(12)
mVHD,ASD(19)

fEMT
&
(236)

EX7
(310)

757%
Lk
(117)

km.summary.table (Log-ranki& 7€ ) AN
YOI EEMTRRIE 05%EERA Pl ~8

FERIORERE 119 NA NA-NA 0.0102
FEII5mLLE 117 NA NA-NA

A ZETHE
(111) (117)
NI FET
(8) (2)
6.7% 1.6%-
A | JETHE
(101)| (108)
p=0.0102  p=0.
N FETC

(16) (9)
13.6%~ 7.6%-

033


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
心不全ベント（心不全入院と発症後の死亡）をしめす。

75歳未満心房細動患者群81例のうち5例（6％）が心不全入院した。

75歳以上の高齢心房細動患者157例のうち24例15％心不全入院した。高齢心房細動患者心不全入院率は有意に高頻度であった。


> km.summary.table
                  サンプル数 生存期間中央値 95%信頼区間    P値
年齢..75歳以上.=0        119             NA       NA-NA 0.0102
年齢..75歳以上.=1        118             NA       NA-NA       
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
> km.summary.table
                  サンプル数 生存期間中央値 95%信頼区間    P値
年齢..75歳以上.=0        119             NA       NA-NA 0.0102
年齢..75歳以上.=1        118             NA       NA-NA       

> cox.table
                ハザード比 95%信頼区間下限 95%信頼区間上限     P値
年齢..75歳以上.      2.917           1.241           6.854 0.01406
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